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調査は、路上観察や予備調査を重ね、以下の 4 都市の 16 地域における言語景観につい
て行った。2007 年 6 月から 12 月にかけて東京都 23 区内にある銀座、表参道、新宿、秋葉
原、門前仲町で、2009 年 2 月には上海市にある南京路、豫園、新天地で、3 月には大阪市
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本志向か中国志向）の 3 つに分類できることが考えられる。  
具体的には、言語使用の視点から総合的に考察すると、調査地域をヨーロッパ諸言語と
英語を多用するグループ、母国語の日本語・中国語また英語を満遍なく使用するグループ、
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多様化した国際化を意味する。          
以上のような内的考察の結果をみても、言語景観における使用言語種の取捨において、
母国語使用から英語使用への収斂、そして英語使用からヨーロッパ諸言語あるいはアジア
諸言語使用へ分散という言語変化の現象が見られる。この現象についての解釈は三角グラ
フによる推測と一致する。  
最後に、今後の課題として、本研究の成果を生かした言語景観研究の理論的枠組みの構
築を完成させたい。また、言語景観の資料をさらに充実させ、本研究の資料とあわせるこ
とによって、世界の言語景観を対象としたコレスポンデンス分析を行い、地域性、業種に
よる経済性以外に、言語景観の形成に影響をもたらす要因を抽出し、より広い視野に立っ
て、言語景観研究の国際比較を行っていく必要性を感じた。  
 
 
 
